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【公開番号】特開2013-69133(P2013-69133A)
【公開日】平成25年4月18日(2013.4.18)
【年通号数】公開・登録公報2013-018
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月4日(2014.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硬貨を収容する硬貨収容部と、
　前記硬貨収容部内に設けられ、回転することにより前記硬貨を移動させる円形状の回転
部材と、
　前記回転部材を回転させる動力を前記回転部材に伝達する駆動部と、
　前記回転部材の外周面に形成され、前記駆動部の動力伝達部材と連結して前記動力を受
ける動力受け部と、
　を備えることを特徴とする、硬貨処理装置。
【請求項２】
　前記駆動部は、モータと、前記モータの軸に固定された前記動力伝達部材としてのモー
タギアと、を有し、
　前記動力受け部は、前記モータギアと噛み合うギア部であることを特徴とする、請求項
１に記載の硬貨処理装置。
【請求項３】
　前記硬貨収容部の前記モータギアに対向する側面に、前記モータギアの幅に対応した切
り欠き部が形成され、
　前記ギア部は、前記切り欠き部で前記モータギアと噛み合うことを特徴とする、請求項
２に記載の硬貨処理装置。
【請求項４】
　前記硬貨は、前記回転部材の上面に集積可能であり、
　前記硬貨収容部は、前記側面から前記回転部材の前記上面に対向する方向に延びるよう
に形成され、前記ギア部を覆う被覆部を有することを特徴とする、請求項３に記載の硬貨
処理装置。
【請求項５】
　前記回転部材を、前記硬貨収容部内に斜めに設け、
　前記モータギアは、前記回転部材の鉛直方向の最も高い位置にて前記ギア部と噛み合う
ことを特徴とする、請求項２～４のいずれか１項に記載の硬貨処理装置。
【請求項６】
　前記硬貨収容部の下部を斜めに形成し、該下部の鉛直方向の最も低い位置に前記硬貨を
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繰り出すためのゲートを設けたことを特徴とする、請求項５に記載の硬貨処理装置。
【請求項７】
　前記硬貨を、前記下部の鉛直方向の最も低い位置から繰り出すことを特徴とする、請求
項６に記載の硬貨処理装置。
【請求項８】
　前記回転部材は、片面に前記硬貨を搬送する突起を備え、前記突起により硬貨を搬送す
ることを特徴とする、請求項７に記載の硬貨処理装置。
【請求項９】
　前記回転部材及び前記モータギアは、金属製であることを特徴とする、請求項２～８の
いずれか１項に記載の硬貨処理装置。
【請求項１０】
　前記動力受け部は、プーリー部であり、
　前記駆動部は、モータと、前記モータの軸に固定されたモータプーリーと、前記モータ
プーリーと前記プーリー部に張架された前記動力伝達部材としてのベルトと、を有するこ
とを特徴とする、請求項１に記載の硬貨処理装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　従来の硬貨処理装置は、回転部材を硬貨収容部内に設けているため、例えば硬貨の移動
に伴い回転部材に過大な負荷が作用し、回転中の回転部材がロックする事象が発生するこ
とがある。かかる事象の下では、駆動源の動作が停止するまでに、ギアや締結部品等の駆
動伝達部品に大きな負荷が作用してしまい、駆動伝達部品が損傷する恐れがある。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　硬貨判別部３０は、硬貨繰り出し部２０から繰り出した硬貨Ｃの真偽、金種等の判別を
行う。硬貨判別部３０は、硬貨Ｃを認識するセンサ（不図示）を有し、センサで検出した
硬貨Ｃの特徴に基づいて、硬貨の真偽、金種等を判別する。硬貨判別部３０は、判別した
硬貨Ｃを選別搬送路４０に搬送する。本実施例では、真と判断した硬貨を真貨ともいうこ
ととする。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　出金ゲート７０は、金種別ホッパ６０ａ～６０ｆの各々に設け、金種別ホッパ６０ａ～
６０ｆから繰り出した硬貨Ｃの出金先を分岐する。後述する図３に示すように、出金ゲー
ト７０は、図１の矢印Ｔで示すルートに配置した出金箱ダクト７２と、図１の矢印Ｕで示
すルートに配置した硬貨回収庫ダクト７４と、を有する。
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【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　回転ディスク２２０は、タンク部２１０内に水平方向に交差するように斜めに配置した
金属製の円形状の部材である。つまり、回転ディスク２２０は、タンク部２１０の下部２
１２の形状に沿って配置されている。したがって、上述の通り、タンク部２１０の下部２
１２が斜めの形状をしているので、回転ディスク２２０もタンク部２１０内に斜めに配置
している。回転ディスク２２０の上面２２０ａには、タンク部２１０に落下した硬貨Ｃが
集積される。回転ディスク２２０は、回転可能に軸２２１に支持され、回転することによ
りタンク部２１０に収容した硬貨Ｃを移動させて分離する。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　回転ディスク２２０は、硬貨Ｃの外形に対応した筒状の複数の貫通孔２２２（図４では
４つの貫通孔２２２）を形成している。貫通孔２２２の形状は、円形である。タンク部２
１０内の硬貨Ｃは、貫通孔２２２を通過する。上述したように回転ディスク２２０が斜め
に配置されているので、硬貨Ｃが貫通孔２２２を通過しやすくなる。貫通孔２２２の内径
は、流通している硬貨Ｃの外形に応じて設定する。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　ギア部２２４は、回転ディスク２２０の上面２２０ａに対向するように形成した被覆部
２１６（図５）によって覆っている。この被覆部２１６は、下部２１２の側面から、上面
２２０ａに対向する方向に沿って延びるように形成している。被覆部２１６は、回転ディ
スク２２０の上面２２０ａとの隙間が、硬貨Ｃの厚みよりも狭くなるように形成されてい
る。これにより、回転ディスク２２０の上面２２０ａ上に位置する硬貨Ｃが、被覆部２１
６と回転ディスク２２０の上面２２０ａとの隙間に入り込むことが無いので、硬貨Ｃがギ
ア部２２４に接触することを防止できる。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　搬送ガイド２４０は、回転ディスク２２０の下方に位置している。搬送ガイド２４０は
、搬送用突起２２３及び回転ディスク２２０と共に、回転ディスク２２０が硬貨Ｃを搬送
する際の搬送路２４２を形成している。搬送路２４２は、硬貨Ｃを一枚搬送できるスペー
スが出来るように形成している。また、前述したようにモータギア２３４は切り欠き部２
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１４でギア部２２４と噛み合っているため、搬送路２４２内の硬貨Ｃがモータギア２３４
に接触することを防止できると共に、搬送路２４２内の硬貨が、切り欠き部２１４から金
種別出金ホッパ６０の外に出ることが無い。また、搬送ガイド２４０を、回転ディスク２
２０と同様に斜めに配置しているため、搬送路２４２内の硬貨Ｃは、自重によりゲート２
５０に向かって滑りやすくなる。つまり、搬送ガイド２４０を斜めに配置していることか
ら、搬送路２４２内の硬貨Ｃを確実にゲート２５０に搬送することが出来る。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　ゲート２５０は、回転ディスク２２０により搬送する硬貨Ｃを一枚ずつ送り出すための
開口である。ゲート２５０は、タンク部２１０の下部２１２の鉛直方向の最も低い位置に
形成している。ゲート２５０の搬送方向下流部には、繰り出しベアリング２５２と、繰り
出しアーム２５４とを設けている。繰り出しアーム２５４は、不図示の支点を中心に移動
可能である。スプリング（不図示）により、繰り出しアーム２５４を繰り出しベアリング
２５２側に引っ張っている。この際、繰り出しアーム２５４は、移動規制部によって、繰
り出しアーム２５４との距離を一定に保っている。かかる構成の繰り出しアーム２５４の
移動に伴い、繰り出しベアリング２５２と繰り出しアーム２５４の間に挟まれる硬貨Ｃを
、繰り出す。
 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　また、ギア部２２４は、回転ディスク２２０の上面２２０ａに対向する被覆部２１６に
よって覆われている。被覆部２１６は、回転ディスク２２０の上面２２０ａとの隙間が、
硬貨Ｃの厚みよりも狭くなるように形成されている。これにより、回転ディスク２２０の
上面２２０ａ上に位置する硬貨Ｃが、被覆部２１６と回転ディスク２２０の上面２２０ａ
との隙間に入り込むことが無いので、上面２２０ａに集積する硬貨Ｃがギア部２２４に接
触することを防止できる。この結果、硬貨Ｃが回転中のギア部２２４に接触してディスク
２２０がロックすることを防止できる。
 
【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】

【手続補正１２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】
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